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NY マーケットレポート（2018 年 11 月 20 日） 
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NY市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、英国の EU 離脱やイタリアの財政問題を巡る不透明感を背景に、ポンドやユーロが対ドルで下

落、さらに原油価格の下落で資源国通貨もドルに対して下落となるなど、ドルは主要通貨に対して上昇とな

り、対円でも堅調な動きとなった。ただ、ダウ平均株価が終盤に 648 ドル安まで下落するなど、主要株価が

軒並み大幅下落となったこともあり、ドルは終盤に上値の重い動きとなった。 

 

主要な米経済指標結果 

10 月住宅着工件数 122.8万件（予想 122.8 万件・前回 120.1 万件⇒121.0万件） 

10 月住宅着工件数（前月比） 1.5％（予想 1.6％・前回 -5.3％） 

10 月建設許可件数 126.3万件（予想 126.0 万件・前回 124.1 万件⇒127.0万件） 

10 月建設許可件数（前月比） -0.6％（予想 -0.8％・前回 -0.6％⇒1.7％） 

10 月の米住宅着工件数は、年率換算で前月比+1.5％となり、2 ヵ月ぶりのプラスとなった。前年比では-2.9％

だった。一戸建て住宅は 86.5 万件（前月 88.1万件）と微減となったが、アパートなどの集合住宅が 36.3万

件（前月 32.9万件）大きく伸びたことが影響した。一方、着工件数の先行指標となる建設許可件数は、前月

比-0.6％となり、前年比でも-6.0％だった。 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

要人発言 

クドロー米国家経済会議（ＮＥＣ）委員長 

・トランプ米大統領は月末にアルゼンチンで計画されている米中首脳会談を前に、中国との貿易交渉に楽観

的なムードを醸成しようとしている 

・中国が合意を望んでいると大統領は確信している 

・非常に詳細にわたるやりとりが行われている 

 

カシュカリ・ミネアポリス連銀総裁 

・米金融当局が利上げの動きを停止すべき 

・当局は小休止して経済がどのように展開し続けるかを見極めるべきだと思う 

・米経済が過熱している兆候は見られないため、予防的な利上げが必要とは思わない 

・仮に予防的な利上げに踏み切り、実際にはその必要がない場合、われわれが景気拡大を終了させる原因と

なり、リセッションを引き起こす恐れがあることが私の懸念事項の 1 つだ 
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米主要株価は軒並み大幅下落 

米株式市場は、大手アップルのスマートフォン販売が減ることへの警戒感が引き続き意識されたことや、小

売り大手の決算が市場予想を下回ったことを受けて、主要株価は序盤から軟調な動きとなった。また、原油

価格が大幅下落となり、収益悪化懸念を背景に、石油関連株が下げ幅を拡大したことも影響し、軒並み大幅

下落となった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前日比 648 ドル安まで下落、その後はや

や下げ幅を縮小したものの、551 ドル安で終了し、約 3 週間ぶりの安値となった。一方、ハイテク株中心の

ナスダックは、前日比 1.7％の下落となり、約 7 ヵ月ぶりに 7000 ポイントの節目を割り込んで終了した。 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILMが作成 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


